
大蔵小学校だより 「チーム大蔵」          ２０２２年２月１日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

             

大蔵小学校だより  ＮＯ．13   令和 4年 2月 1日(火) 
 

 

 

「一月往
い

ぬる 二月逃げる 三月去る」･･･正月から三月までは行事が 

多く、あっという間に過ぎてしまうように感じるという意味だそうです。 

２８日間という限られた２月、今年度のゴールに向けて、一日一日を 

大切に過ごしていきましょう。卒業を迎えた６年生にとっては、小学校 

生活のまとめの時期に入ります。また、クラブや委員会活動をはじ 

め、様々な取組において、下級生にバトンを渡していきます。 

そして下級生は、お世話になったお兄さんお姉さんたちへ感謝の気持ちを届ける準備に入ります。

このように、６年生は下級生に「思い」を託していき、下級生は６年生の思いを引き継いでいくな

ど、１年間の締めくくりにできればと思っています。 

 私たち教職員も同じく、今年度のまとめに向けて、力を合わせて頑張ってまいります。今後とも変

わらぬご支援、ご協力のほどお願い致します。 

 
 
                 

                  コロナ感染拡大により、この度福岡県にも「まん延防止等重 

点措置」が適用されました。オミクロン株の感染急拡大は、学 

校を含め社会生活全般に大きな影響を与え、機能不全に陥りか 

ねない状況になってきています。引き続き、校内での感染防止 

対策に細心の注意を払いながら教育活動を進めてまいります。 

これまでと同様に、本人及び同居者に風邪症状などがあった場 

合には登校をお控えいただくことにつきましても、ご協力のほどお願い致します。 

 さて、２月４日は「立春」です。暦の上では、春ということになります。前日の２月３日は、季節

を分けるという意味で「節分」です。この節分の日に、豆まきをされるご家庭も多いことと思いま

す。もともとは、季節の変わり目には邪気（鬼）が生じるという意味で、鬼を払うために豆まきが始

まり、「豆（穀物）には生命力と魔除けの力が備わっていて、鬼に豆をぶつけて邪気を追い払い、１年

の無病・息災を願う」のだそうです。 

ところで、最近あまり聞かなくなった「心を鬼にする」というフレーズ。現在は、「褒めて伸ばす」

とか、「子どもに寄り添う」などが主流となったのか、「心を鬼にして」厳しく指導することは少なく

なったように感じます。 

「心を鬼にする」とは「他人に対して、可哀想だと思いながらも相手のためを思い、厳しい態度を

とる」という意味です。着目してほしい所は、「可哀想だと思いながらも」という部分です。平気で辛

く当たっているのではなく、「相手のためを思って」心を痛めながら厳しくしている様子です。そうで

なければ「心を鬼にする」ではなく、単なる「鬼」です。  

今年度もあと２か月となりました。義務教育９年間のうち、小学校６年間の育ちは大変重要です。

ですので、学校では毅然とした態度で指導しなければならないことがあります。その子にあった方法

で、「褒めて励まし」「心に寄り添い」模索しながらも、時には「心を鬼にして」厳しく指導を行って

まいります。ご家庭でもご協力をお願い致します。 

 

 

 

北九州市立大蔵小学校 
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《文責》 
大蔵小学校  校長  髙宮 滋 

～あいさつ えがお げんき～ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ関連のものも含め、私たちの生活は情報で溢れています。マ 

スメディアの情報はもちろん、スマホ・タブレットなどからも様々な 

情報を得ることができます。子どもたちも一人一台端末の活用によっ 

てたくさんの情報が入手できるようになりました。情報の中には、明らかに 

間違っていたり、悪意をもって発信されたりしているものなど、その信憑性 

を疑うものも混在しています。たくさんの情報の中から自分に必要な情報を 

取捨選択し、それをどう解釈、活用するかといったメディアリテラシーの重 

要性が高まっています。 

情報には、事実だけでなく発信者の意図（印象・意見）等が含まれています。ニュースは事実を伝え

ているはずなのですが、多分に発信者の思いが盛り込まれます。 

 

 

 

 
 

先日、５年１組（小学５年生）の皆さんが、国語科の授業「題 想像力のスイッチを入れよう」にお

いて、メディアが流す情報の受け取り方について学習しましたので紹介します。 

 

 

というメディアが伝えた情報があり、 

 

というレポートがあったとすると、Ａさんが何かを隠しているように思いがちですよね。でも、この

レポートの中の「報道陣をさけるためか」と「逃げるように」は、レポーターが抱いた印象に過ぎない

可能性があるため、「事実かな？印象かな？」と考えてみることが大切です。この文面から「印象」を取

り除くと、「Ａさんはうら口から出ていきました。」という事実だけが残ります。(急いでいただけかもしれません) 

全ての情報は、鵜呑みにせず、まず疑ってみるという思考が必要だと子どもたちに伝えていきましょ

う。一つの情報だけではなく、複数の情報を頼りに信憑性を確認すること、それも SNSのように自分の

好みの情報ばかりに偏らないようにすることも必要です。また、その情報を受け入れた場合のメリット

とデメリットを考えるために想像力のスイッチを入れることを大切にしてほしいと思います。 

【事実】 

○ 大蔵小学校は八幡東区にある学校です。 

【印象・意見】 

◇ 大蔵小学校はとても明るく、素晴らしい学校です。（とてもうれしいのですが…） 


